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自己評価及び外部評価結果

作成日　　平成２８年３月２４日

　今年開設１１年目を迎える事業所で、小学生の町探検や中学生の福祉体験の場として事業所を提
供したり、職員が地域のお宅を訪問して「和み祭り」の案内を行い、多数の地域住民の参加を得る
など、地域との交流を大切にしている。
　介護に対する意識やスキルを再確認するため、職員の発案で薬剤師で認知症ケア専門士でもある
施設長を講師に、年間計画を立てて内部研修を実施し、職員のレベル向上を図っている。
　職員は日頃から運営理念を意識し、笑顔で利用者の介護支援を行っている。
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http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2012_022_kihon
=true&JigyosyoCd=0871200390-00&PrefCd=08&VersionCd=022

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

平成２８年４月２２日

　今年も国道349号線沿の施設の向かいにある岩船神社で、一年の健康と幸せを祈願して初詣で始まりました。今年は105
歳になる方を最高齢者として、18人、2ユニットのグループホームです。昨年は開創1200年を記念して四国八十八箇所の
霊場のお寺様の住職が訪問して下さり、八十八箇所の“お砂踏み”を行うことが出来、長寿の功徳を頂戴しました。いつ
でも元気に、小さいながらも夢は大きく、皆で寄り添いながら楽しく、穏やかに暮らしています。
　当施設の一大イベント『和みまつり』も11回目を迎えました。心にしみわたる力強く鳴り響く大太鼓の音の東海太鼓会
の方々の演奏で幕を開けました。ボランティアの方々や地域のエンターテナーの方のご出演も賜り盛大に行うことが出来
ました。今年は和みのＴシャツを新調し、職員全員がお揃いの黄色で参加し好評でした。毎年このお祭りにご披露させて
いただいておりますご利用者様と職員で結成された“ジョイフル和み楽団”も練習の甲斐があり、105歳の方を筆頭に呼
吸もピッタリ合い「ふるさと」と「青い山脈」を演奏したくさんの拍手を頂戴しました。また職員が法被姿で踊る「ソー
ラン踊り」も若い職員からかつて若かった職員も一緒に踊りを披露することが出来ました。この『和みまつり』を機会に
ご利用者様同士はもとより、ご利用者様と職員そして職員同士の和もより強く結ばれたようです。このイベントが成功裏
に終わりましたのもご利用者様、ご家族の皆様そして地域の皆様のご協力、ご支援があればこそと感謝しております。
　その他地域の方々との交流では、保育園児の慰問や小学生の町探検、中学生の福祉体験学習などお子様方との交わりや
毎月来て下さるボランティアの方のリハビリ体操などの支援も受けております。
　11年目を迎えた今、私たちも初心に戻り『認知症ケア』をみつめ直しながら勉強に取り組んでいます。最近は少しづつ
その成果がみられ、ご利用者様お一人おひとりのその人の立場に立った視点で皆様に接することが出来るようになって来
ました。ご利用者様を良く知り、その人の行動を良く理解していくことこそ、より良いケアを生み出していくと思いま
す。
　いつも笑顔の『和み』ならではの和いっぱいの、優しい、穏やかな、楽しいグループホームです。

平成２８年３月２４日
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

2 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

運営推進会議では事業所からの報告
に対して色々な意見が出される。ま
た介護保険のことや地域の現状につ
いても意見交換をしている。外部評
価の結果を踏まえて現在取り組んで
いる内容について報告し、意見をも
らうようにしている。

1 1

2 2

3

4 3

町内会に加入し、葬儀に参列したりしてい
る。日常的に散歩に出掛け、近所の方々と挨
拶を交わしたり、野菜を頂いたりしている。
近隣の小学生や保育園児が慰問に来たりして
いる。お礼に雑巾をご利用者様が縫って届け
たりしている。地域活動として月に1回ゴミ
拾いを実施している。また子供会の夏祭りに
招待され、カキ氷や焼きそばを頂いたり、地
域の方々との交流を深めている。“和みまつ
り”にも町内の方々の参加をいただきまし
た。

幸久小学校や峰山中学校との交流を持ち
小中学生の社会観育成に協力している。
また日本グループホーム協会の管理者養
成研修の実習の場を提供している。施設
長が認知症ケア専門士の資格を有してお
り、認知症介護での困り事はどうぞと地
域の方から多方面にわたり相談を受けて
いる。

運営理念 1.最良な環境で、最適な介護
         2.満足されるサービスの提供
         3.生き甲斐を謳歌する人生
ｽﾛｰｶﾞﾝ　｢満足されるサービスの提供
で、地域の方々と共に歩む介護施設｣施
設の理念を、朝の朝礼において唱和して
いる。
また職員の採用時には必ず理念を伝え理
解をしてもらっている

外　部　評　価

　「最良な環境で最適な介護」や「満足される
サービスの提供」、「生きがいを謳歌する人生]を
運営理念とし、「満足されるサービスの提供で、
地域の方々と共に歩む介護施設」というスローガ
ンを全職員で作成し、玄関や事務室に掲示してい
るほか、朝礼時や職員会議で再確認して共有し、
実践に努めている。

　事業所は町内会に加入し、職員は月１回事業所周辺の清掃
活動に参加している。
　利用者は散歩時に近隣の住民と挨拶を交わしているほか、
季節の野菜等のお裾分けがあるなど、地域の一員として日常
的に交流している。
　地域のボランティアが毎月来訪するほか、小学校の運動会
に招待されたり、近隣の保育園児が慰問に来訪している。
　施設長が地域住民から認知症介護に関する相談を受け入れ
るなど、地域住民と親身になって交流している。

　運営推進会議は家族等や市職員、地域包括支援
センター職員、民生委員、町内会長、老人クラブ
会長、施設長等が参加して２ヶ月に１回開催して
いる。
　会議では利用者の状況や行事などの報告をする
ほか、介護保険法の改正に伴う料金についての質
問や新しいレクリェーションの提案などを議題と
して話し合い、出た意見等をサービスの質の向上
に活かしている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

市町村担当者とは相談しやすく、運
営推進会議はもとより、事業を行っ
ていく上で生じる運営やサービスの
課題について色々と助言を頂いてい
る。また、種々の情報も提供して頂
いている。

身体拘束については厚生労働省「身体拘
束ゼロ作戦」の11項目を研修により全職
員が学んでいる。また日頃より「言葉に
よる拘束」など自覚しない拘束が行われ
ていないかその日のケアを振り返り点検
をしている。また、利用者の人権を守る
ことがケアの基本であり、どんなことが
あっても拘束は行わない方針である。や
むを得ない場合は身体拘束委員会を通し
て決定することにしている。

施設外の虐待防止の研修に参加して
いる。勉強会やミーティングを実施
し、高齢者虐待防止法に関して全職
員が理解をする取り組みを行ってい
る。

勉強会にて職員の理解を深めるよう
にしている。対応が必要と思われる
利用者がいる場合には随時職員に説
明し、家族や利用者への支援に結び
付けている。

5 4

6 5

7

8

　運営推進会議おいて、市担当者や地域包括支援
センター担当者に事業所の利用状況を報告してい
る。
　施設長が随時市の窓口を訪問し、研修会や要介
護更新認定申請の情報を得たり、地域住民から認
知症介護の相談窓口として紹介してもらうなど、
良好な関係を築いている。

　「身体拘束はしない」との方針に基づき、身体
拘束排除に関する研修会を実施している。
　職員は日々の介護の中で何か疑問が生じた場合
には、随時申送り時などに確認し、身体拘束をし
ない介護に努めている。
　やむを得ず身体拘束が必要になった場合に備え
て「同意書」や「経過観察記録」、「再検討記
録」を整備している。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

代表者は頻繁に現場に来て、利用者と接
したり、職員の業務や悩みを把握する様
にしている。職員の資格取得に向けた支
援を行っている。また、職員が向上心を
持てる様に職場環境を整えるため職員の
お子様の保育園等各家庭の状況に合わせ
た勤務体制を取りながら休暇希望や勤務
変更にも柔軟に対応し、継続勤務を支援
している。

契約時には時間を十分にとり、説明
をして同意を得ている。事業所のケ
アの考え方や取り組み、利用料金、
重度化看取りについての対応や医療
連携体制、事故時の対応、退去を含
めた事業所で対応可能な範囲につい
て説明をしている。質問があれば丁
寧に説明をして納得して頂いてい
る。

利用者の言葉や表情・態度からその思い
を察するようにしている。また利用者、
ご家族の意見や不安などはその都度報告
し、早期に解決している。ご家族には電
話や手紙そして訪問時に問いかけ、何で
も言ってもらえる雰囲気作りをしてい
る。ご意見箱を設置したり、家族会で無
記名のアンケートを実施したりし、意見
や苦情を受け止めている。

全職員出席のミーティングを毎月実
施し、職員の意見や要望を出してい
る。代表者や管理者は職員の意見や
要望を出来るだけ反映できるように
心掛けている。入居者の関わり方に
問題点があった場合には早期に対応
できるように検討会を実施してい
る。

11 7

12

9

10 6

　利用者からは日々のふれ合いを通して、家族等
からは運営推進会議の出席時や面会時に意見や要
望を聴いている。
　「和み祭り」に無記名アンケートを実施し、家
族等の意見や要望を汲みあげて職員会議等で検討
し、改善に努めているが、アンケート結果を家族
等に周知するまでには至っていない。

　アンケート結果を
家族等に周知し、家
族等の意見や要望を
更に広く聴くことを
期待する。

　代表者や管理者は毎月全員参加の会議で意見や
要望を聞いているほか、日々の業務や会話を通じ
て要望等を聞いている。
　職員から研修に関する要望を受け、年間研修計
画を作成し、内部研修を実施している。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

必ず利用前に本人と会って、本人の
置かれている状況を理解し、心身の
状況や本人の思いなどを知り、職員
が本人に受け入れ、利用者が安心し
て生活できるような馴染みの関係作
りをしている。

市内のグループホーム連絡会や県地域密
着型介護サービス協会、生活リハビリ懇
話会、茨城社会福祉協議会に参加し、意
見交換や研修会を実施している。全国グ
ループホーム協会、認知症ケア学会、宅
老所・グループホーム全国ネットワーク
の会員となり、情報交換やサービスの質
の向上に取り組んでいる。

入所するまでの経緯をゆっくり聞くようにし
ている。初期面談の中で、困っていることや
不安なことなど何でも話せるような雰囲気作
りをしている。ご家族の求めているものは何
かを理解し、事業所として何が出来るか考
え、安心して生活を任せられる施設であると
思っていただける様な信頼関係を築ける様に
している。

相談を受けた時には、本人や家族の
思いや状況を確認し、グループホー
ムとは限らず本人や家族にとって最
良の現在必要なサービスにつなげる
ようにしている。

全ての職員が質を向上させていける様、
事業所以外での研修に参加し、学びの機
会を設けている。学んだことを全職員が
共有できるように研修報告会を実施して
いる。施設内においても毎月学んだこと
が実践されているかの評価もすることに
している。
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6 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

車椅子を押してあげたり、手を引いてあ
げたり、利用者同士お互いに支え合う、
協力しあう雰囲気がある。日中はほとん
どの利用者はフロアーに集まり、お茶や
会話や口論などを楽しんでいる。お茶や
食事時間には職員も一緒に多くの会話を
持つようにしている。生活に馴染めない
人には、利用者と職員が協力して馴染め
る様な雰囲気づくりをしている。

サービスの利用が終了された方に
も、行事に招待したり、遊びに来て
もらうなど継続的な付き合いが出来
るようにしており、時々電話で近況
を聞いたりしている。退所後の相談
を受けることもある。

職員は本人と家族との絆の大切さを
理解している。常に家族の方には
日々の暮らしの出来事や気づきの情
報を伝えながら、家族の思いに寄り
添って本人を支援している。

利用者は人生の先輩であるという考えを職員
が共有している。日常生活のことばかりでは
なく、利用者の得意分野で力を発揮してもら
い色々と利用者に教えてもらうこともある。
喜怒哀楽を共にし、お互いに助け合って、安
心と心の安らぎを生み出し、一緒に和やかに
穏やかに生活が出来るようにしている。

利用者様の近所の友達が訪ねてきたり、
毎月娘たちと外食したり、お墓参りに
行ったり、毎週面会に来たり、自宅に外
泊したり等、一人ひとりの生活環境を尊
重している。本人や家族の思いを知り外
出や外泊で家族と一緒に過ごすことを勧
めている。季節行事に家族を誘ったりも
している
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　日々の支援の中で、利用者や家族等からこれま
での友人関係や生活歴を聴き、「申し送りノー
ト」で情報を共有している。
　職員は、利用者の友人や知人が継続して来所し
てもらえるようお茶を出したり、家族等と自宅へ
の外泊や墓参り、馴染みの店での食事など、馴染
みの人や場所との関係が継続出来るように支援し
ている。
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Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

利用者一人ひとりの生活リズムを理
解し、行動や小さな動作から、本人
が出来ること、わかることを中心に
その人の生活全体を把握するように
している。

本人がどの様に暮らしたいのか、何をし
たいのか、誰に会いたいのかはっきり応
えられる方はいないが、日々の関わり合
いの中で声を掛けたり、言葉・表情・行
動の中から汲み取り、把握する様にして
いる。七夕まつりでは職員の支援のもと
一人づつ願い事を短冊に書き発表し、一
人ひとりの願いが早く叶うように家族の
方にも協力をいただいている。

利用時に家族から入居までの生活を
必ず聴きとって、職員全員で共有し
ている。本人が穏やかにご自分の有
する能力を発揮しながら自分らしく
暮らしていくことを支援している。

本人やご家族には、日ごろの関わり
の中で思いや意見を聞き、介護計画
に反映させるようにしている。アセ
スメントを含め職員全員で意見交換
をし、モニタリングを毎月実施して
いる。また利用者が自分らしく暮ら
せるように本人や家族の要望や変化
に応じても見直している。

23 9

24

　職員は利用者との日々の関わりの中から、希望
や思いを把握するとともに、得た情報は「申し送
りノート」に記載して情報の共有化を図り、利用
者本位の支援をしている。

　介護計画は利用者や家族等の意見や要望、生活
面での課題を把握するとともに、計画作成担当者
を中心に職員の意見を取り入れながら短期目標は
３ヶ月、長期目標は６ヶ月として作成し、家族等
に説明して同意を得ている。
　毎日のモニタリング記録を基に、毎月モニタリ
ングを実施している。
　利用者の心身の状態に変化が生じた場合には、
随時現状に即した介護計画に見直している。

25

26 10
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○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している

○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう
支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切
な受診や看護を受けられるように
支援している

ご利用者様が安心して地域で暮らし続け
られるように、地域包括支援センター、
民生委員、地区長、老人会長、ボラン
ティアの方、消防（救急法）、小学校の
児童の方との触れ合い、理美容サービス
など地域の方々の力を借りて意見交換を
する機会を設けている。

事業所の協力医が月2回訪問診療と週1回看護師の
健康チェックに来てもらっている。利用前からの
かかりつけ医での医療も受けられるように、ご家
族と協力して通院介助を行ったりしている。受診
結果について、指示や助言がある時は全職員で共
有支援している。認知症疾患センターのある医療
機関が協力病院のため相談に行き易く、診察情報
や治療方針、認知症についての指示や助言をも
らっている。

協力病院の看護師との契約に基づ
き、日頃の健康管理や医療面での相
談助言対応を行っている。看護師と
は気軽に相談することができ、医療
連携も密にとれている。介護職員は
利用者の少しの変化も見逃さず報告
をしている。
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個別ファイルを用意し、バイタルチェッ
クを行い、食事量・水分量・排泄など
日々の健康管理の記録をしている。少し
の気付きも見逃さず記載している。朝の
申し送りには必ず1人1人の情報を伝えて
いる。日々の記録を根拠にしながら、介
護計画の個別実施評価をし、介護計画の
見直しをしている。

本人や家族の状況に応じて、通院や
自宅や美容院への送迎、必要品の購
入など必要な支援は柔軟に対応し、
ご利用者の満足度を高めるようにし
ている。

　かかりつけ医への受診は、家族等の付き添いを基本と
しているが、要望があれば職員が対応している。
　受診結果は電話で家族等に報告したり、家族等から受
診結果を聴いて「受診記録ノート」に記載し、情報を共
有している。
　協力医療機関の医師による月２回の訪問診療と、週１
回の訪問看護師による健康チェックで利用者の健康管理
を支援している。
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○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努
めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

マニュアルを作成し、利用者とともに避
難訓練を行っている。また非常用食料備
品（水、食品）と毛布を備えている。避
難訓練では夜間を想定した避難や重度の
入居者のための毛布での避難訓練等を実
施した。避難訓練で明らかになった課題
についても話し合っている。地域の協力
体制については運営推進会議で協力をお
願いしている。

入院時に本人への支援方法に関する
情報を医療機関に提供し、家族とも
相談しながら、当施設内で対応可能
な段階で、なるべく早く退院ができ
るようにアプローチをしている。退
院時のカンファレンスにはできるだ
け同席し、今後の生活の指導を受け
ている。

本人の気持ちを大切にし、家族と話し合
い、ご利用者が安心して終末期を過ごせ
るように取り組んでいる。重度化や終末
期に伴う意志確認書を作成し、事業所が
対応できる最大のケアについて説明を行
い、医療機関と連携をとり職員全員に介
護方針を統一徹底している。家族には
日々の健康や生活状況について医師のコ
メントを添付し、定期的に報告してい
る。

消防署の協力を得て実施した救急手
当や蘇生術の研修をもとに、年1回
の応急手当の施設内研修を実施して
いる。職員の救急救命対策協議会の
応急手当普及員養成講習を受講し、
全員に応急手当の方法を指導してい
る。
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　夜間想定を含めた避難訓練を年２回実施し、訓
練で出た課題や反省点を記録しているが、水害等
を想定した避難訓練を実施するまでには至ってい
ない。
　災害に備え、米や飲料水、乾パン、毛布等を備
蓄しているが、賞味期限や数量を記載した備蓄品
リストを作成して管理するまでには至っていな
い。

　事業所が川沿いに
立地しているので、
水害等を想定した訓
練の実施と、備蓄品
は品名や賞味期限、
数量等を記載した備
蓄品リストを作成し
て管理することを期
待する。

　契約時に「利用者の介護が重度化した場合にお
ける対応に関する指針」にて看取り介護の具体的
支援内容を家族等に説明し、書面で同意を得て看
取り介護を行っている。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

10 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

着替えはできるだけ本人の意志で決
めてもらっている。自己決定ができ
ない人はそれぞれの生活習慣に合わ
せて本人の気持ちの添った支援をし
ている。月1回の理容室も本人の希
望に応じて実施する。

基本的には一日の流れは持っている
が、一人ひとりの体調に配慮しなが
ら、その日その時の体調や本人の気
持ちを尊重して、個別性のある支援
を行っている（作業療法、レクリ
エーション、散歩やドライブなど）

接遇の勉強会やミーティングで日々
のかかわりを点検している。また職
員の意識向上を図るとともに利用者
様一人ひとりの誇りやプライバシー
を損ねるような言葉かけをしないこ
とを全員に徹底している。

・利用者が言葉では意思表示ができ
ない時でも、表情や全身での反応を
すばやくキャッチして本人の希望を
把握する様にしている。
・職員側で決めたことを押し付け
ず、複数の選択肢を提案した中で、
一人ひとりの利用者が自分で決める
場面を作っている。（レクリエー
ションや散歩への参加、入浴や着替
えなど）
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　職員は利用者を人生の先輩として敬い、一人ひ
とりの人格を尊重し、誇りや人格を損ねない言葉
遣いや対応に努めている。
　契約書等の個人情報に関する書類は、事務室の
施錠ができる書棚に保管し、取り扱いには十分留
意している。
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外　部　評　価

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

テレビを消して、利用者と職員が会話を
して楽しみながら食事をしている。下膳
や食器拭き、おしぼりたたみ等利用者と
行っている。四季折々の伝統行事には、
その雰囲気にふさわしい食事を提供して
いる。また入居者と一緒に畑で採ってき
た野菜や地域の方からいただいた野菜等
を食事の一品として追加することもあ
る。

食事や水分量の摂取状況を毎日
チェック表に記録し、職員が情報を
共有している。特に水分量が不足し
がちで拒否をする人には経口補水液
(ORS)やジュース等工夫をして飲ま
せている。カロリーの不足な人はエ
ンシュア等を飲んでいる。

口腔ケアの重要性を全ての職員が理
解している。食前の健口体操や毎食
後の歯磨きの声掛けを行い、一人ひ
とりの力に応じた手伝いをしてい
る。2回/日と外出から戻った時には
イソジンによりうがいをしている。

排泄の時間や習慣を把握し、尿取り
パットの使用や時間毎の声掛けをし
て、出来る限りトイレで排泄できる
ように支援している。オムツを使用
して入所した方もリハビリパンツを
使用し、排泄パターンを把握して声
かけしながらトイレ誘導をしてい
る。夜間もなるべくトイレで排泄で
きる様に誘導している。

43 16

40 15

41

42

　職員は利用者一人ひとりの排泄パターンを把握
するとともに、個人の排泄リズムに合わせてトイ
レ誘導を行い、トイレで排泄が出来るように取り
組んでいる。
　必要に応じて、夜間居室にポータブルトイレを
配置し、排泄の自立に向けた支援をするほか、リ
ハビリパンツの利用者が布パンツに改善された事
例があるなど、職員は利用者に適切な排泄支援を
行っている。

　職員は利用者と同じテーブルに着き、食事介助
や見守りをしながら食事をしている。
　献立は利用者の嗜好を把握し、苦手な食材の場
合には代替え食を用意するほか、毎月開設記念日
には赤飯、誕生日には手作りケーキなどの特別食
を提供している。
　利用者は出来る範囲で食器やテーブル拭き、下
膳などの役割を担っている。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

繊維質の多い食材や乳製品を取り入れてい
る。水分補給や運動をしたり、職員が腹部
マッサージや便秘に効くツボを押したりする
ことにより薬に頼らず一人ひとりに応じた自
然排便ができるように取り組んでいる。体調
管理の中で特に便秘にならないように取り組
んでいる

毎日入浴を実施しています。足がむ
くむ方には足浴を行っています。一
人ひとりの意向に沿ってくつろいだ
気分で入浴出来るように支援してい
ます。拒む人に対しては言葉掛けな
ど工夫をして入浴支援をしている。
また季節に応じて菖蒲湯やりんご湯
などが楽しめるように支援してい
る。

できるだけ日中は活動を促し、生活リズムを
整えている。夕方からは穏やかに、ゆったり
とした時間を過ごす様に工夫をしている。睡
眠薬が処方されている方も薬を服用せず、安
心して気持ちよく眠れるように支援してい
る。寝付けない時には飲み物を飲みながらお
しゃべりをしたり、テレビを見たりして眠れ
るように支援している。

全職員が薬の内容を把握できるよう
に、服薬ファイルを作成。服薬は本
人に薬を手渡し、きちんと服用でき
ているか確認をしている。本人の状
態の経過等も日誌に記載し、日常生
活に、特に変化がある時には医師に
相談している。

カラオケやパズルや草引き、洗濯物
たたみ、茶碗拭き等一人ひとりに
合った楽しみや役割を見つけてい
る。折り紙やちぎり絵、裁縫など得
意分野でそれぞれの力を発揮しても
らえるようお願い出来そうな事は頼
んでいる。

17

46

44

47

48

45

　入浴は週３回午前中の時間帯を基本としている
が、希望があれば毎日でも入浴が出来るよう支援
し、体調に応じて清拭や足浴などに変更してい
る。
　入浴を拒む利用者には、時間帯や職員を替えて
入浴に誘うなど、無理のないよう促している。
　菖蒲湯や柚子湯などで、季節感を味わいながら
入浴が楽しめるよう工夫している。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

希望に応じて日常的に電話や手紙を
出せるように個別に支援をしてい
る。

毎月作る入居者の方の作品や飾りつ
けがある。室内に季節の花や額など
を飾って家庭的な雰囲気を作ってい
る。七草がゆや十五夜、菖蒲湯など
の生活感、季節感のあるものを取り
入れ、暮らしの場を作っている。廊
下の手すりの位置を低めに設置し使
用しやすいようにしている。

お金を所持できることで安心した
り、買物をすることで楽しめたりす
る人がいるので、家族の協力を得
て、少額のお金を持っている人もい
る。

天気の良い日には利用者の体調に注意し
ながら散歩をしている。歩行困難な方も
車椅子を利用して戸外に出掛けている。
季節感を味わうために、花見や浜辺に
行ったり、ぶどう狩り、紅葉狩りにも
行っている。季節ごとのイベントに参加
したり、気分転換にドライブに行ったり
している。本人が戸外で気持ちよく生き
生きと過ごせるよう家族と共に墓参りや
自宅への外泊、家族との会食など外出の
機会を設けている。

51

52 19

49 18

50

　行事計画に基づき、岩船神社への初詣や、西山
荘桃源郷の花見、竜神峡の鯉のぼり祭り、ブドウ
狩りなどに出かけ、利用者が季節を感じられるよ
う支援している。
　職員は利用者の体調を考慮しながら、近隣の散
歩に出かけたり、市内のドラッグストアーに買い
物に出かけているほか、家族等の協力を得て外食
や外出ができるよう支援している。

　温度管理がされた居間兼食堂の壁面には、スス
キや稲穂を使った季節感ある貼り絵や行事の写真
などを掲示している。
　広めの廊下には、車いすの利用者も使い易いよ
うに手摺を低めに設置し、ソファーを配置したり
季節の花を飾るなど、利用者が寛げる空間となっ
ている。
　居間兼食堂の一角に８畳の和室を設け、利用者
の寛ぎの場となっているほか、中庭には木々が植
栽され、燕が営巣するなど、季節を感じさせる空
間となっている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

一人ひとりの“わかる力”を見極め
て、不安や混乱の無いように環境面
で工夫している。利用者の状態に合
わせて手すりや浴室、トイレ、廊下
などの居住環境を整え、安全確保と
自立への配慮をしている。

本人と家族の方と相談し、不安や混
乱が無いように、利用者様の好みや
馴染みの物（写真や使い慣れた物）
を用意し、本人が居心地の良い場所
としている。家族と本人に部屋は自
由に使用して下さるよう伝えてい
る。

廊下や居間やウッドデッキに椅子や
テーブルを置き、一人で過ごした
り、家族知人との団欒や仲の良い利
用者同士でくつろげるスペースを
作っている。

55

53

54 20

　居室は畳敷きの和室とフローリングの居室が有
り、利用者は自由に選択できるようになってい
る。
　居室にはエアコンやベッド、洗面台、整理箪
笥、カーテンが備えつけられている。
　位牌や箪笥、椅子、テレビ、家族の写真、衣装
ケースなど、使い慣れた物品や思い出深い品物を
持ち込み、居心地よく暮らせるように工夫をして
いる。
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Ⅴ　アウトカム項目

○ 1,ほぼ全ての利用者の

2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

○ 1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

3,たまにある

4,ほとんどない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族と

2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

58

59

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）
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1,ほぼ毎日のように

2,数日に１回程度ある

○ 3,たまに

4,ほとんどない

1,大いに増えている

○ 2,少しずつ増えている

3,あまり増えていない

4,全くいない

○ 1,ほぼ全ての職員が

2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族等が

2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）



（様式４）

事業所名　グループホーム和み　

作成日 　 平成２８年４月２１日

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 10

アンケート結果を家族等
に周知し、家族等の意見
や要望を更に広く聴くこ
とを期待する。

アンケート結果を
家族等に周知す
る。

アンケートは特定の家族に
のみ実施している訳ではな
く、広く聴くために全家族
に実施しているので、従来
通り実施する。
意見集計結果は全家族に周
知する。

平成２９年３月

2 35

事業所が川沿いに立地し
ているので、水害等を想
定した訓練の実施と、備
蓄品は品名や賞味期限、
数量等を記載した備蓄品
リストを作成して管理す
ることを期待する。

水害等を想定した
何らかの訓練を実
施する。
備蓄品リストを作
成する。

水害は広範囲に亘るもの
で、自治体も実施していな
い水害訓練を事業所に突き
付けられた感じで、返答に
窮している。水害時の避難
ルートの確認とか、どのよ
うな状況(情報)の時に開始
するとか、事業所で出来る
訓練を実施する。
備蓄品リストを作成し、備
蓄品置場に配置し、常に心
に留めるようにする。

平成２９年３月

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画
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